
◆日時 令和8年9月10日（木）　18：30～ ◆ハイブリット開催

◆アンケート協力者数

　1．事例・取り組み紹介

「生ききるを一緒に　心の声を受けとるチ－ムの底力」 　　　　　　　　　　

株式会社とよみ　代表取締役　小川豊美 氏

「『人生黄昏時』と語ったAさんの意思を尊重した支援～本人の意思尊重とケアマネの役割～」　　　　　　　　　

居宅介護支援センターおおやま　主任介護支援専門員　大内麻里子 氏

　2．講義

「看とりの方へのリハビリテーション」

介護老人保健施設みずばしょう　理学療法士　主任　廣瀬志布 氏
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令８年度　第２回　緩和ケアを学ぼう会　参加者アンケート結果
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どのように役立つと思いますか

緩和ケアや看取りに関する他施設・多職種の取り組み

や経験を知る
緩和ケアや看取りに関する医療について学ぶ

他施設・多職種との連携に関する気づきを得る

他施設・多職種と顔の見える関係になる
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講義内容について、希望する内容

終末期の患者・家族とのコミュニケーション

終末期の患者・家族の意思決定支援

がん患者における痛みなどの苦痛症状の緩和

抗がん治療概論

グリーフケア（大切な人を失う悲しみへのケア）

看取り期の患者と家族への治療やケア

その他
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「緩和ケアを学ぼう会」の形式について、希望する内容を

えらんでください （複数回答可）

多職種からの経験事例発表

医師や看護師からの緩和ケアや看取りに関する講義

自由な意見交換・交流を含む

ロールプレイや実技など体験を含む

とても役に立つ, 

58%
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～緩和ケアを学ぼう会グループ～

・多職種の取組発表が聞けて大変勉強になりました。

・地域の施設、職種が取り組んでいる実際を知れて為になりました。

・事例2:いざとなった時の声かけ、意向の確認、ケアマネの無力感などとてもよく分かります。会話の積み重ね、

何度も何度も話を聞きその人を知ること、そこから本人の意向を汲み取る。「ケアマネにとってのACP」響まし

・大変貴重な時間でした。

・今回のような形式が1番参加しやすかったです。もっと若い世代が参加してもらえると、情報交換になると思い

ました。

・とても自分の為にもなり勉強になりました。

・どの発表も、それぞれの立場で、どんな信念や想いを持ちながら日々取り組まれているのかが伝わってきて、と

ても刺激になりました。

・業務の知識になりました。丁寧な支援でした。

・様々な職種や看取りの場所の取り組みを聞くことができて、とても参考になりました。

・勉強になりました。ありがとうございます。

そう思う 長い
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合計

　　§ご意見・ご感想など自由記述§
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とてもそう

思う, 45%

そう思う, 

53%

少しそう思う, 

2%

今後も参加したいと思
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この会の時間の長さは

どう思うか
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